






と思ってしまった方がいて、その方が最終日

に出口まで追いかけてしまい、そういうこと

もあるんだなと思いました。

【活動を通して、大変だったこと、困ったこ

とはありましたか？】

認知症の方との関わりです。同じことを繰

り返されていて、話の内容がなかなか分から

なかったです。

【またボランティア活動をしたいですか？】

はい。高齢者の方とお話しするのが楽しかっ

たので、また参加したいです。

高校生（女子）
子どもたちが通う谷里保育園で、４日間活

動されました。子どもたちと一緒に体操を行っ

たり遊んだりされていました。

【活動を通して、嬉しかったこと、学んだこ

とはありましたか？】

子どもたちと遊ぶのが一番楽しかったです。

初対面だったにもかかわらず、すぐに近づい

てきて「一緒に遊ぼう！」と言ってきてくれ

て、とても嬉しかったです。学んだことは、

子どもたちにとって「笑顔」は魔法のような

ものだということです。先生に「笑顔で接し

ていれば自然と近づいてきてくれるよ」と言

われ、実践したら本当に寄ってきたので驚き

ました。笑顔でいれば自分も、相手も気持ち

が良くなるし、大変なことがあっても乗り越

えられると思うので、笑顔は本当に大切にし

たいと思いました。

【活動を通して、大変だったこと、困ったこ

とはありましたか？】

子どもがケンカした時や泣いた時、いっせ

いに話かけられた時は大変でした。あまり話

してないクラスでは、何で泣いているのかが

分からなかったり、いっせいに話しかけられ

ると誰に返事をすればいいのか迷い、大変で

した。

今年度は多くの学生さんが夏ボラに参加してく

ださったので、大変嬉しく思いました。

夏ボラを通して、高齢者、障害者、子どもと多

くの方々と関わり、新たな学びや楽しさなどに気

づいていただいているようで、夏ボラの役割とい

うのを改めて確認することが出来ました。
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ふれあい歩こう会（秋）
高齢者の健康と交流を目的とした、歩こう会を実施します。

◆日時◆ １０月１９日（木）

◆時間◆ ９：３０開始（９：００～受付開始）

◆集合◆ 奈良橋市民センターにお集まりください。

◆持ち物◆ 飲み物、帽子、参加証（お持ちの方）

◆コース◆ ３コースありますのでお好きなコースを

お選びください。

※詳細はチラシや社協だより等をご覧ください。

※事前申し込みが必要です。下記までお申し込みください！

※当日お手伝いしてくださるボランティアも募集しています！

☎ ５６４－００１２

砂場で子ども

たちと遊んで

いました！





●『中央ろうきん若者応援ファンド2018』
ご案内

中央ろうきんは、“働きたくても、働けない”若者の自立

就労に関する市民活動を支えます。

若者が、地域で働くための夢や希望を描ける社会

の実現のために、社会的不利・困難を抱える若者の

就労支援に特化した助成制度「若者応援ファンド2018」

を実施します。

助成対象となる事業に取り組む市民団

体で、以下のすべての要件を満たす団体。

◆営利を目的としない民間団体（NPO法

人、任意団体など）であること。

◆１都７県（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神

奈川、山梨）を主たる活動の場としていること〔上記範

囲で広域的に活動する団体も対象とします〕。

◆団体として、代表者責任が明確であり、会計処理

が適切に行われていること。

◆反社会的勢力でないこと。

(1）助成対象期間 2018年4月1日から翌年3月31日

までの１年間

（2）助成総額 概ね1,500万円

（3）助成金額 1団体あたり50万円～200万円（１万円

未満切り捨て）

※詳細はホームページをご覧いただくか、下記まで

お問い合わせください。

【問合せ】中央ろうきん社会貢献基金

（中央労働金庫 総合企画部内）

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-5

TEL：03-3293-2048 FAX：03-3293-2007

●当事者ボランティア・市民活動推進事業助
成金のお知らせ
障害・病気などの困難を抱えている人（当事者）が情

報を共有し社会のために行うボランティア活動に必要

な費用を支援します。

◆対象団体 当事者によるボランティア・市民活動セ

ンター・ＮＰＯ等の中間支援組織等。

◆助成金は５万円が上限

◆申込みは随時受付

申込み：東京ボランティア・市民活動センター

ＴＥＬ 03-3235-1171 ＦＡＸ 03-3235-0050

Ｅ-ｍａｉｌ：shinya@tvac.or.jp

担当：佐藤・熊谷

※詳細はお問い合わせください。

●手話サークルピーナッツ主催講演会

テーマ「音のない世界を一周して」

★３年間勤めた会社を退職し、夢の世界

１周で体験した様々な出来事について語ります。

講師：田原知佳氏 （聴覚障害者）

日時：１０月２１日（土） 午後１時３０分から３時

受付１時 ※講演会終了後、交流会あり

（交流会要申込み参加費￥３００）

場所：中央公民館３０１号室

※手話通訳・要約筆記あり

【問合せ】 042-567-2290 （ＴＥＬ＆ＦＡＸ） 宮本

●体験講座 －大人の竹細工－

日時：１０月３日（火） ９：３０～１２：００

集合：市立郷土博物館 受付９時～

※参加費無料（保険は加入）

※服装：長袖長ズボン・軍手・タオル・飲物・帽子

※作業に必要な道具はお貸しします。

※体験作品/靴べら・竹ナイフ＆スプーン・一輪差し

・孫の手他

【主催】東大和市環境部環境課

東大和市狭山緑地雑木林の会

【申込み】東大和市環境部環境課

563-2111内線1271

受付期間：9/15（金）～9/22（金）（定員１０名）
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今年の「夏！体験ボランティア」の参加者は４３名でした。この人数、皆さんは多いと思いますか？少

ないと思いますか？実は昨年の参加者が２４名でしたので、ほぼ倍増！ボラセン的には上出来でした。

とはいえ、やはりもっともっと多くの方に参加いただきたいですね。

若い皆さんがこの「夏ボラ」参加をきっかけに、そのままボランティア活動を継続するとはかぎりませ

んが、前号でもお伝えしたとおり、この事業は“種をまく”ようなもの。

今回参加した皆さんが、成長して大きな実となりかえってくることを期待しています。ボ

ラセンスタッフとして、将来の収穫を楽しみにしています。

鎌田
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